
揖斐広域連合だより揖斐広域連合だより

揖
斐
広
域
斎
場
が
完
成
し
ま
し
た

〜
４
月
１
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
〜

　

平
成
十
五
年
十
一
月
か
ら
建
設
を
進
め

て
き
ま
し
た
揖
斐
広
域
斎
場
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
斎
場
は
、
従
来
の
火
葬
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸

し
だ
し
た
近
代
的
な
施
設
で
、
火
葬
棟
、

待
合
棟
お
よ
び
式
場
の
三
棟
か
ら
な
り
、

火
葬
を
は
じ
め
、
最
近
の
住
宅
事
情
を
考

慮
し
て
、
通
夜
、
葬
儀（
告
別
式
）と

い
っ
た
一
連
の
葬
送
行
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
の

皆
様
に
や
す
ら
ぎ
と
追
想
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
温
か

い
空
間
で
故
人
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
斎
場
と
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
火
葬
炉
は
最
新
の
技
術
を

取
り
入
れ
た
無
臭
、
無
煙
、
無
塵
の

炉
で
環
境
対
策
に
万
全
を
期
し
て
お

り
、
周
辺
環
境
に
つ
い
て
も
樹
木
を

配
し
て
人
に
優
し
く
自
然
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
住
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
内
覧
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
17
年
３
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

13
日（
日
）19
日（
土
）20
日（
日
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

場　

所　

大
野
町
大
字
松
山
小
字
松

　
　
　
　

山
４
７
０
番
地

　
　
　
　

揖
斐
広
域
斎
場

　

な
お
、
ご
利
用
の
方
法
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１　

利
用
申
請

　

⑴
申
請
場
所
・
方
法（
犬
・
猫
を
含
む
）

死
亡
届
提
出
後
、利
用
日
、利
用
時
間
を
各

町
役
場（
振
興
事
務
所
を
含
む
）の
受
付
窓

口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い。（
電
話
不

可
）
役
場
閉
庁
時
は
、
宿
日
直
窓
口
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

⑵
申
請
可
能
な
日
時

　
　

３
６
５
日
24
時
間
受
付
可
能
で
す
。

　

⑶
利
用
申
請
に
必
要
な
書
類（
役
場
窓
口
で
必

要
と
な
る
書
類
）

　
　

ア
．死
体
死
胎　
死
亡
診
断
書
、
印
鑑

　
　

イ
．身
体
の一
部　

医
師
・
助
産
師
の
証
明
書

　
　

ウ
．産
汚
物　

病
院
等
の
事
業
所
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

エ
．犬
・
猫　
　

免
許
証
又
は
健
康
保
険
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
申
請
者
の
住
所
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
で
き
る
書
類

　

⑷
料
金
の
支
払
い

使
用
許
可
書
交
付
後
斎
場
使
用
ま
で
の
間

に
、
役
場
会
計
窓
口
、
指
定
金
融
機
関
に

お
い
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
休

日
な
ど
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
斎
場
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

休
場
日

　
　

①
火
葬
炉　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

　
　

②
式  

場

　
　
　

告
別
式　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

　
　
　

通　

夜　

十
二
月
三
十
一
日
、一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
友
引
の
前
日

　
　

③
待
合
室　

一
月
一
日
、
友
引
の
日

３　

開
場
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４　

利
用
当
日

利
用
当
日
は
、
火
葬
許
可
証
、
使
用
許
可

書
、
領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
利
用
日
時
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

○
宮
型
霊
柩
車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
と
し
ま
す
。

○
柩
に
は
ビ
ン
類
・
カ
ン
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
犬
、猫
の
搬
入
は
、木
箱
、段
ボ
ー
ル
箱
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
利
用
し
汚
物
、
汚
水
及
び
臭
気

が
外
へ
出
な
い
よ
う
に
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
骨
は
拾
え
ま
せ
ん
）

○
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
が
、
そ
の
後

始
末
は
各
自
責
任
を
も
っ
て
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。

○
所
定
の
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

○
生
花
な
ど
の
設
置
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
式
場
・
待
合
室
は
、年
忌
、法
事
等
の
み
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
集
落
内
道
路
の
通
行
は
、地
域
住
民
の
皆
様
に

ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
手
続
き

利
用
に
あ
た
っ
て

利用料金

種　　　別 単位
使　用　料

備　考
区域内の者 区域外の者

火葬炉

大　　　人
1体

10,000円 45,000円 12歳以上の者
小　　　人 5,000円 31,000円 12歳未満の者
死　　　胎 2,000円 10,000円
身体の一部 1件 1,000円 5,000円
産　汚　物 1件 1,000円 5,000円 20kgまで

犬　・　猫 1体
1,000円 20kgまで
2,000円 50kgまで

式　場

式場1（菊の間）
遺族控室1
僧侶控室1

1回
24,000円 96,000円 通夜のみ
24,000円 96,000円 告別式のみ
48,000円 192,000円 通夜から告別式

式場2（蓮の間）
遺族控室2
僧侶控室2

1回
36,000円 144,000円 通夜のみ
36,000円 144,000円 告別式のみ
72,000円 288,000円 通夜から告別式

祭壇使用料 1回 25,000円 100,000円

待合室 和室・洋室 1室
3,000円

1時間増す毎に
1,000円

15,000円
1時間増す毎に
3,000円

1室3時間以内

霊安室 1回 3,000円 9,000円 24時間以内

備　考
１　この表中「通夜のみ」とは、17時から翌日の９時まで、「告別式のみ」とは、９時
から16時まで、「通夜から告別式」とは、17時から翌日の16時までとする。

２　式場において行われる通夜は、21時までとし、21時から翌日の９時までの時間帯
の遺体（棺）は、それぞれの遺族控室等へ移動するものとする。

３　「区域内」とは、死亡者若しくは喪主が本連合の構成町の住民基本台帳に記録され、
または外国人登録原票に登録されている場合をいい、死胎については母が、身体の一
部等については本人が構成町の住民基本台帳に記載され、または外国人登録原票に
登録されている場合をいい、産汚物については、当該使用に係る病院等の事業所の所
在地が構成町内にある場合をいう。ただし犬猫の火葬については、その申請者が構成
町の住民基本台帳に記録され、または外国人登録原票に登録されている場合をいう。

５　「区域外」とは、前項に定める場合以外のものをいう。
６　使用時間を算定する場合において１時間未満の端数を生じたときは、これを１時間
に切り上げるものとする。

広域斎場は、公共施設です。心づけは、一切ご遠慮します。ご協力をお願いします。
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